
 

 

 

 

 

 

 

鯖江市教育委員会 

１１月定例会議事録 

 

 

令和５年１１月２１日（火） 

 

 

 

 

 



 

１ 会議概要 

○ 日 時  令和５年１１月２１日（火）       午前９時５８分開会 

                           午後０時００分閉会 

○ 場 所  鯖江市役所４階第２委員会室 

○ 出席委員 

齋藤 教育長 

笹本 教育長職務代理者       蓑輪 委員 

柴田 委員             春日 委員 

○ 欠席委員 

なし 

○ 出席説明員 

服部事務部長           吉村教育審議官 

笠島教育政策課長         渡辺生涯学習課長 

井上文化課長           谷口スポーツ課長 

長崎保育・幼児教育課長 

○ 欠席説明員 

  田中健康福祉部長、山口文化の館副館長 

○ 書記 

木原 教育政策課参事 

○ 議事日程 

（１）開会の宣告  午前９時５８分開会 

（２）会議録署名人の指名  蓑輪 委員  笹本 委員 

（３） 報告事項 

（４） 議案  

議案第３７号 令和５年度鯖江市教育委員会１２月補正予算要求の概要に 

ついて                      可決 

     議案第３８号 鯖江市文化センター設置および管理に関する条例の一部改正 

について                     可決 

議案第３９号 令和５年度鯖江市教育文化功労被表彰者の決定について 

                                可決 

議案第４０号 スポーツ栄光賞の授与について           可決 

議案第４１号 学校医の委嘱について               可決 

議案第４２号 鯖江市公民館運営協議会委員の委嘱について     可決 

議案第４３号 鯖江市尾花キヤンプ場における指定管理者の指定について 

可決 

 

 



 

（５） 教育長の報告 

（６） その他 

次期開催予定について 

１２月定例教育委員会開催予定 

日 時  １２月２５日（月）午後３時 

場 所  鯖江市役所 ４階第２委員会室 

（７） 閉会の宣告  午後０時００分閉会 

 

２ 会議大要 

 

（１）報告事項 

 なし 

 

（２）議案審議 

 

議案第３７号 令和５年度鯖江市教育委員会１２月補正予算要求の概要について 

【説明】 

関係課長が令和５年度鯖江市教育委員会１２月補正予算要求の概要について説明 

【質疑】 

<委員> 

教育振興基金への積立の理由として小中学校のタブレット端末の更新を挙げられたが、

最終的に端末の更新にいくら必要なのか。基金残高はどのくらい不足しているのか。 

<教育政策課長> 

 ＧＩＧＡスクールにかかるタブレット端末の令和３年度の初期投資に７億円かかってい

る。うち２億円を国庫補助で、残り５億円を一般財源として確保しなければならなかった。

この前例に基づき、令和７年度に更新を予定している中、１年間で約１億円を確保してい

きたいという流れの中で、令和５年度末で３億円を計上し、令和６年度末で４億円、令和

７年度末で５億円といった計画を持ち積立を行っている。 

<委員> 

 中学校施設整備費の説明の中で、鯖江中学校の敷地内に仮設校舎を建てた場合と鯖江高

校の丹南キャンパスを仮校舎として使用した場合を検討した結果とあったが、鯖江中学校

の敷地内に仮設校舎と建てた場合の費用は計算しているのか。 

<教育政策課長> 

 鯖江高校の丹南キャンパスを仮校舎として使用することで、かかる費用が約３分の１に

なったという計算である。 

<委員> 

 光熱費、燃料費、食材費など物価高騰分の細かい部分まではよいが根拠を示してほしい。 



 

<教育長> 

 今回の補正予算の試算の中では使用量が増えた分なども含まれているのであれば、その

辺りも踏まえて説明してほしい。 

<教育政策課長> 

 小中学校の光熱費としては使用量としては増加していないが、物価高騰というところで

過去半年間の推移の中で、推移の伸びの中で必要となってくるのであろう見込を立てた計

算結果である。 

<スポーツ課長> 

 スポーツ施設については、電気には高圧と低圧があるが高圧電気料が高騰しており、指

定管理者と毎月モニタリングをしている中で、高圧電気料が昨年度の倍近くの金額が夏場

にかかっているということであった。低圧電気料についてはさほど変化はない。極力節電

に努めているが、今年の夏はとても暑かったので、施設を利用される際に、冷房を使用さ

せないわけにはいかないところもあり、高圧電気を使用している総合体育館、スポーツ交

流館、ナイター設備のある南球場と御幸公園の電気料が高騰したということである。 

<保育・幼児教育課長> 

 幼稚園の給食について高騰分の一部を支援するもので、園児１人あたりの月額単価の１

５％に１１か月分、それに園児数をかけた金額を支給したいと考えている。１５％の根拠

だが、県が民間保育園の給食費の物価高騰分を１５％としており、いろいろな食材を見て

平均をとったものとして聞いている。市としては県の根拠を使わせていただいて、公立、

私立の保育所、保育園と一緒にさせていただいている。 

<教育長> 

 小中学校でいうと、中学校で副食代を上げている。小学校は弁当の日を増やすなど何と

かやりくりしているが、来年度は厳しいと聞いている。 

<委員> 

 鯖江中学校の整備工事だが、来年の引っ越し以降、鯖江高校との共有スペース、特に体

育館やグラウンドで使用する備品等についてどのような対応になるのか。 

<教育政策課長> 

 プールの南側に高校の部室と言われる建物があるが、こちらに空きがあると聞いている

ので活用させていただきたいと思っている。 

<委員> 

 駐車場６０台とあるが、送迎される保護者の駐車スペースなのか。 

<教育政策課長> 

 送迎される保護者の駐車スペースとしては、学校の西側、南側の農道で待機していただ

く予定である。この６０台というのは教職員等の駐車スペースとして考えている。 

<委員> 

 高校の先生は今までどこに停めていたのか。 

<教育政策課長> 



 

 玄関の傍の駐車スペースを使用している。 

<教育長> 

議案第３７号に異議はないか。 

（異議なしの声） 

<教育長> 

異議なしと認め、議案第３７号を承認することとする。 

 

議案第３８号 鯖江市文化センター設置および管理に関する条例の一部改正につい 

   て 

【説明】 

文化課長が鯖江市文化センター設置および管理に関する条例の一部改正について説明 

【質疑】 

<教育長> 

 改正後の運用は文化の館と同じであるということでよいか。 

<事務部長> 

 そうである。 

<教育長> 

議案第３８号に異議はないか。 

（異議なしの声） 

<教育長> 

異議なしと認め、議案第３８号を承認することとする。 

 

議案第３９号 令和５年度鯖江市教育文化功労被表彰者の決定について 

 

【説明】 

教育政策課長が令和５年度鯖江市教育文化功労被表彰者の決定について説明 

【質疑】 

なし 

<教育長> 

議案第３９号に異議はないか。 

（異議なしの声） 

<教育長> 

異議なしと認め、議案第３９号を承認することとする。 

 

議案第４０号 スポーツ栄光賞の授与について 

 

【説明】 



 

教育政策課長がスポーツ栄光賞の授与について説明 

【質疑】 

なし 

<教育長> 

議案第４０号に異議はないか。 

（異議なしの声） 

<教育長> 

異議なしと認め、議案第４０号を承認することとする。 

 

<教育長> 

議案第４１号「学校医の委嘱について」および議案第４２号「鯖江市公民館運営協議会

委員の委嘱について」は人事案件となっているので、教育委員会会議規則第１５条ただし

書きの規定により秘密会としたい。異議はないか。 

（異議なしの声） 

 

<教育長> 

 異議なしと認め、議案第４１号および議案第４２号は秘密会とする。 

 

議案第４３号 鯖江市尾花キヤンプ場における指定管理者の指定について 

 

【説明】 

スポーツ課長が鯖江市尾花キヤンプ場における指定管理者の指定について説明 

【質疑】 

なし 

<教育長> 

議案第４３号に異議はないか。 

（異議なしの声） 

<教育長> 

異議なしと認め、議案第４３号を承認することとする。 

 

（３）教育長の報告 

 ・通学路沿いのブロック塀点検について 

 ・問題行動、不登校等の調査結果について 

 ・学校訪問について 

 ・鯖江中学校長寿命化改修に係る保護者説明会について 

 ・ＡＩドリルについて 

 ・吉川小、神明小１５０周年記念式典について 



 

 

（４）その他 

・令和５年度鯖江市奨学資金一部償還免除について 

・小・中学校におけるいじめ・不登校の状況について 

・市内通学路沿いのブロック塀点検について 

・令和５年度鯖江市民文化賞について 

・令和６年度幼稚園の申し込み状況等について 

・１２～１月の行事予定について 

 

 

議事録署名人  蓑輪 進一 

 

 

議事録署名人  笹本 憲子 

 


